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て、 父 は 親密な 温い 父でした。 

私が 九つ か 十 位から 十 年間ば かり、 私が まだ 父と 一 

緒の 家に 暮 していた 間、 朝 父の 出が けの 身 仕度 をす る 

のが 私の 楽しい 任務でした。 お洒落ではなかった が、 

髭 は 必ず 毎朝 剃り、 カラ ァは 毎朝と リ かえ、 ホワイト- 

シャツ も 一 曰お き 位に とりかえ、 その ホワイト. シャ 

ッの カフス. ボタン を はめる のが 私の 役でした。 その 

頃 は 今の ように ソフト をつ かわず、 西洋 洗濯から 糊が 

ごわごわに ついて テラ リと艷 出し をした のが 運ばれ ま 

す。 その カフスに、 指の 跡 をつ けない よう、 ボタン 穴 

のと ころ をく ずさない よう、 小さい 私 は 目玉に 力 を 入 



れて ボタン をつ けかえる。 それ を 着る と 父 は カラ ァを 

つける のです が、 その カラ ァも 今思うと、 よく あのよ 

うに 堅い もの を 頸の まわりに 立てて いたと おどろく よ 

うな 堅い のでした。 ずっと ダブル. カラ ァを つかい、 

前 をと める ときには、 ボタンの 頭に、 先の 尖って 柄の 

長い 添え ボタン をつ かって はめて おりました。 それ か 

らおき まりの 七つ 道具 を わたします。 平べ つたい 金 時 

計、 その 片方の 先に ナイフが ついている、 虫眼鏡の 度 

のちが うのが いくつ も 重って 出て 来る ようにな つてい 

る もの。 紙 入、 そして 一 冊の 平凡な 手帳。 ハンカチ— 

フ其他 —— 。 



変り、 手帳の 内容から、 興味 ふかい プランの 成長過程 

の 快い 眺め、 そういう 労作の 面が 縮少 されて 来たので 

した。 

六十 九 年の 生涯に、 父 は 何 冊の 手帳 を もった でしよ 

うか、 きょう、 食堂の ヌック に 置いて 生前 父が 使って 

いた 書物 机の 奥 を しらべて いたらば、 一冊の スケッチ 

帳 形の 手帳が 出て 来ました。 茶色 クロ ー ズの 表紙で 鼠 

色紙の 扉に ノ— ト 風の 細かい ぺ ン 字で、 

(1) 大学 図書館 ヲ 公開 スル事 

(2) 東洋 美術 発行 ノ事 

と あり、 別行に、 これ は 鉛筆で 「電燈 タングステン 燈 



よろし」 続けて、 「木彫 専門」 「襖 紙 一式」 等 各 建築 関 

係 専門店の 名と 所書きが 並べられ ている。 これ は 余程 

古い もので あろうと 好奇心に 動かされて 見て ゆく と、 

方眼紙の 第 一 頁に 一 九 〇 七 年 十月 三十 一 日と 英語で 日 

附、 「横 浜 倉庫」 という 見出しの 下に、 

(1) 埋立立 坪 二 円 五十 銭 

(2) 石工 1.20 

(3) 大工 1.00 

(4) 人夫 .60 

倉庫 一 坪 (地下室 及 地層) 八十 二 円 



などと 記入され ています。 

続いて、 小さい 住宅 プラン を 挾んで 「日記。 (共 進 

会)」 一九 〇 八 丄丁ー 〇 と あり、 文部省へ 行って 久留 

課長の 紹介で 某氏に 会い 名 古屋へ 出張して、 県庁から 

共進会 建築 設計の ために、 嘱託 辞令 を 受け、 「旅費 三十 

六 円 八十 銭 東京 私宅へ 郵送の 約」 など あると ころ を 見 

ると、 四十 歳ば かりの 父 はま だ 当時 文部省に つとめて 

いたと 見えます。 

コンク リ— ト 建築が 日本で も その 頃から 漸々 一 般化 

しはじめて いたので しょうか。 (A) Depth of 



concrete. (B) ！ ROUTOtl and ready rule for finding the 

depth of concrete. などと、 数学の 式が 図解と ともに 

記されて いる 箇処も 見られます。 

名 古屋の 共進会の ために 参考と して 一 九 〇〇 年の パ 

リ 博覧会 か 何 かの スケッチの ほか、 記念 塔、 時計 塔、 

ァ ー チ、 パゴ ー ラ、 音楽堂 等の 自分の デッサン もこの 

帳面の 中で 少なからず 試みられて おります。 そして こ 

の 時の 音楽堂 草案が サラ セン 風の 加味され たもので あ 

る こと は、 私に 特別 面白く 感ぜられます。 父 は、 洋風 

建築の 基本的 伝統と して は 英国 風でした。 しかしな が 

ら その 手堅 さの 一 面で は 南欧 風の 趣 を もこの み、 サラ 



事務所の 狭い 入口の 左手に かか つ ていた 真鍮の サイン 

の 図案 も、 この 記念 的な 帳面の 上で、 いくつか 試みら 

れ ている 中の 一 つで best と 自筆で 書いて あるの が、 

実現され たのであった こと も わかりました。 

建築家と して 父の 活動が おのずから 示した 消長に は、 

日露戦争 以後に おける 日本の 社会経済と 文化との 波動 

が 実に 脈々 と 反映して いる ことが 観察され ます。 

曾禰 先生と 御 一 緒に 八重 洲 町の 事務所が 開かれた の 

でした が、 先生と 父と では いろいろの 点の やりかたが 

随分 違って いたよう に 感じられます。 娘と しての 当時 

の 私の 生活に うつった 面 だけです が、 曾禰 先生 は、 事 



と 云って 書いて いた、 その 細かい、 どこかに 激し さの 

こもった 筆蹟です。 お 正月の 元日 は、 林 雅之助 氏と 蓮 

台 寺 温泉に 泊った ことが 書いて あり、 七日に は その 休 

暇 旅行の つづきで、 保 科 氏、 宫島 氏と 湯 河原の あたり 

を 散歩した ことがあり。 このと きの 三人の 写真が、 没 

後 届けられ、 一 目 見て、 父の 相貌が、 これまで のどの 

写真に もなか つ た 憔悴と 哀れ さ、 何とも 云えぬ 鬼気め 

いた もの を湛 えてい るのに 心 を 打 たれました。 

けれども、 その 頃 父 はもと より 自分の 体の 内部に 起 

りか か つ ていた 深刻な 変調 を 自覚し なかった のでし よ 

う。 八日に は 「A • M • 8。 寿 江 子 ヨリ 電話。 ァ タミ 



ホテル 二 来遊 ノ旨、 歓迎 ト答 ゥ。 A.M. o 木 村徳衛 

氏 来遊 土 佐 (二字 不明) 解説 一 冊ヲ 受ク」 

「十日、 金曜日に P • M9 • S 熱 海 発 宫の下 富 士屋ホ 

テル 行 一泊 スご この 日に は 鉛筆で 書かれ 大きい 別な 

字で、 



一 血尿 3 回 一 一 宮の下 一 



と 特記して います。 

熱 海 ホテルで は 暖房の 工合が わるくて 落 付かない と 

云って、 妹 を つれ、 宮の 下へ 行った の だそう でした。 



翌十 一日に は、 朝 昼 二回 血尿と あり。 父 は 自分の 体の 

異和を 益々 感じた と 見え 「A • M • 9 発 (箱 根 宫の下 

八 時半 立) 汽車 ニテ 直接 慶応 病院へ 入院 ス」 と、 や は 

り 鉛筆で 記入して います。 例の 調子で 「二階い 十」 と 

別に かこ つ て 書いて います。 

_ _ 

一 KO 一 



などと も ある。 十二 日から 二十 七日まで 毎日 注射 をう 

けた こと、 十四日に レントゲン 写真 腎臓結石と わか つ 

たこと、 十八 日に は 入浴 を 許可され たこと、 二十 一日 



に 「A1 連中 ヨリ 夕食 ニス— プ及ジ エリ ー ヲ贈 ラル。 

礼状 出ス」 家族に わたした 金の 額な どまで 書かれて い 

ます。 二十 七日に は 私に 判読 出来 かねる 乱れた 筆蹟で 

短い 英語が かかれて いる だけです。 

或る 別の 手帳 を あけて 見たら、 何 かに 打ち 興じた 折、 

チョン テ アン 

誰かから 教わった のでしょう、 支那 音と 註して 中條 

精一 郎と 片仮名の ルビ を 丁寧に つけたの が ありました。 

二 九 三 七 年 一 月〕 
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